
私
は
青
木
周
弼
先
生
顕
彰
会
（
代
表
岡
原
義
二
氏
）
よ
り
の
委
嘱

で
、
幕
末
長
州
藩
随
一
の
名
医
青
木
周
弼
の
伝
記
を
編
纂
し
、
昭
和

十
六
年
十
二
月
五
日
に
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
後
今
日
ま
で
五
十
年
の

歳
月
が
経
過
し
て
、
種
壷
の
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、
こ
こ
に
主
要

な
こ
と
を
補
訂
し
て
置
き
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

㈲
こ
の
伝
記
の
参
考
資
料
は
、
旧
藩
主
毛
利
公
爵
家
を
は
じ

め
、
子
孫
の
青
木
梅
三
郎
子
爵
家
や
、
親
戚
縁
者
其
他
か
ら
提
供
を

受
け
た
。
私
は
診
療
所
開
設
の
た
め
十
五
年
七
月
萩
市
に
帰
り
、
青

木
家
の
近
親
の
山
根
信
一
郎
氏
（
予
備
役
陸
軍
砲
兵
大
佐
、
夫
人
は

周
弼
三
女
米
子
氏
の
娘
）
に
、
同
家
よ
り
送
ら
れ
た
資
料
を
返
却
し

た
。
そ
の
時
私
は
山
根
氏
に
「
こ
の
外
に
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
」
と

念
を
押
し
た
と
こ
ろ
、
「
こ
れ
だ
け
で
す
」
と
申
さ
れ
た
。
そ
の
時

伝
記
『
青
木
周
弼
』
の
補
訂

田
中
助
一

傍
ら
に
高
齢
な
が
ら
お
元
気
な
米
子
氏
が
居
ら
れ
、
「
私
は
青
木
の

兄
（
周
蔵
子
爵
）
が
萩
の
家
や
墓
を
整
理
し
た
時
、
父
の
お
骨
洗
を

し
、
手
紙
等
の
書
き
物
を
大
分
貰
っ
て
帰
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
位
で

は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
よ
」
と
申
さ
れ
た
。

終
戦
後
信
一
郎
氏
の
長
男
信
太
郎
氏
（
満
大
卒
の
医
師
）
一
家
が

中
国
よ
り
萩
の
家
に
引
き
揚
げ
て
帰
ら
れ
、
或
る
日
夫
人
が
私
の
宅

に
来
ら
れ
、
「
土
蔵
の
長
持
の
中
に
反
古
が
沢
山
あ
っ
て
整
理
に
困

っ
て
い
ま
す
」
と
申
さ
れ
た
の
で
、
「
念
の
た
め
拝
見
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
後
で
整
理
し
て
下
さ
い
ま
せ
」
と
申
し
上
げ
て
、
次
の
日
曜

日
（
二
十
七
年
三
月
）
に
朝
か
ら
お
伺
い
し
て
拝
見
し
た
。
長
持
の

中
に
手
紙
や
書
類
が
多
く
あ
り
、
手
紙
は
つ
な
い
で
大
き
い
巻
物
二

巻
に
し
て
あ
り
、
明
治
三
十
年
頃
「
取
調
濟
反
古
」
と
書
か
れ
た
付

菱
が
貼
っ
て
あ
っ
た
。
そ
れ
を
借
り
て
帰
り
整
理
し
た
が
、
そ
れ
は

先
ぎ
に
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
資
料
と
は
別
の
関
係
資
料
で
あ
り
、

米
子
氏
の
記
憶
が
正
し
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
い
き
さ
つ

は
昭
和
二
十
七
年
五
月
十
五
日
発
行
の
『
防
長
医
界
』
第
六
十
五
号

に
「
反
古
の
保
存
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
報
告
し
た
。

。
『
青
木
周
弼
』
に
は
、
周
弼
が
文
久
二
年
十
二
月
京
都
に
滞

在
中
、
同
地
の
關
方
医
江
馬
榴
園
に
依
頼
さ
れ
て
書
い
た
「
穆
氏
薬
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論
序
」
が
の
せ
て
あ
る
が
、
慶
応
三
年
五
月
に
刊
行
さ
れ
た
こ
の
本

に
は
、
青
木
の
書
い
た
序
文
は
な
く
、
京
都
の
蘭
方
医
楢
林
栄
建
の

書
い
た
文
章
が
の
せ
て
あ
る
こ
と
を
数
年
前
杉
立
義
一
氏
よ
り
教
え

ら
れ
た
。
こ
れ
は
周
弼
が
文
久
三
年
十
二
月
十
六
日
に
萩
で
逝
去
し

た
の
で
、
本
に
は
の
せ
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
私
の
の
せ
た

文
章
は
、
中
学
校
時
代
か
ら
何
か
と
御
教
示
い
た
だ
い
て
い
た
河
野

も
ん
で
ん

通
毅
先
生
が
、
親
戚
の
門
田
豊
熊
医
師
の
座
敷
に
掛
け
て
あ
っ
た
額

か
ら
写
し
取
っ
て
下
さ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
江
馬
家
旧
蔵

の
原
本
は
、
現
在
武
田
杏
雨
書
屋
に
所
蔵
さ
れ
て
居
り
、
平
成
二
年

十
一
月
三
日
宗
田
一
氏
の
御
好
意
で
コ
ピ
ー
を
見
る
こ
と
が
出
来

た
。
対
照
の
結
果
十
一
箇
所
に
誤
写
が
あ
っ
た
。

尚
こ
の
額
は
、
私
が
昭
和
五
十
一
年
十
月
一
日
よ
り
青
木
旧
宅
に

假
寓
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
、
門
田
豊
熊
氏
の
令
息
莊
吉
氏
（
医

師
）
か
ら
記
念
に
贈
ら
れ
た
。

（
参
考
文
献
）
昭
和
五
十
九
年
二
月
十
五
日
発
行
『
科
学
医
学
資

料
研
究
』
第
二
七
号
、
宗
田
一
氏
論
文

白
周
弼
の
遺
著
と
し
て
は
『
察
病
論
』
・
『
袖
珍
内
外
方
叢
』

（
緒
方
洪
庵
、
岡
海
蔵
等
と
共
訳
）
等
が
知
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ

っ
た
が
、
師
家
の
能
美
洞
庵
の
処
方
集
『
自
然
齋
方
範
』
（
青
木
外

三
人
で
輯
録
、
萩
市
郷
土
博
物
館
所
蔵
）
や
自
家
の
処
方
集
『
濟
美

堂
方
函
』
（
田
中
所
蔵
）
や
『
産
婦
熱
論
』
（
乾
を
齋
架
蔵
和
書
目
録

所
載
）
等
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

口
平
成
二
年
二
月
五
日
懇
意
な
某
氏
よ
り
青
木
周
弼
・
研
藏
使

用
の
印
章
が
十
五
箇
遣
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。

田
青
木
旧
宅
は
安
政
六
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
明

治
二
十
五
年
に
萩
明
倫
小
学
校
長
安
藤
紀
一
氏
が
買
っ
て
住
れ
、
こ

の
家
を
あ
ま
り
改
造
し
な
い
で
保
存
さ
れ
た
の
で
国
指
定
史
跡

「
萩
城
城
下
町
」
地
域
の
中
に
あ
っ
て
重
要
な
建
造
物
と
し
て
、
昭

和
四
十
五
年
に
萩
市
が
買
い
上
げ
た
。

平
成
二
年
十
月
に
萩
市
出
身
の
彫
刻
家
故
長
嶺
武
四
郎
氏
の
遺
作

が
多
数
萩
市
に
寄
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
、
市
当
局
は
平
成

二
年
九
月
二
十
二
日
に
土
蔵
の
座
板
張
り
替
え
工
事
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
床
下
に
金
箱
が
二
個
置
い
て
あ
る
の
を
二
人
の
作
業
員
が
見
付

け
た
。
そ
れ
は
鉄
製
と
松
材
製
で
、
中
に
天
保
一
分
銀
が
入
れ
て
あ

り
、
一
分
銀
四
十
個
（
十
両
）
を
一
包
と
し
、
そ
の
上
書
に
「
青

研
」
と
書
い
て
あ
る
の
で
、
青
木
研
藏
が
非
常
用
に
貯
金
し
て
置
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
全
部
で
一
千
百
七
十
五
枚
（
三
百
九
十
三
両
）

あ
り
、
現
在
の
所
有
者
萩
市
は
県
当
局
や
、
警
察
署
や
、
青
木
家
遣
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尚
青
木
周
弼
が
江
戸
か
ら
萩
の
研
藏
に
出
し
た
手
紙
の
中
に
も
、

金
の
こ
と
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
が
あ
り
、
経
済
的
に
も
関
心
が

族
等
と
処
理
に
つ
い
て
考
慮
中
で
あ
る
。

強
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
山
口
県
萩
市
）

丹
波
康
頼
撰
『
医
心
方
』
に
は
、
中
国
の
快
害
が
多
く
引
用
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
中
で
、
巻
二
十
七
・
養
生
編
そ
の
他
に
、

「
延
寿
赤
言
云
」
と
記
さ
れ
た
引
用
文
が
あ
る
。
馬
継
興
に
よ
れ
ば
、

（
一
）

全
部
で
十
三
条
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
演
者
の
調
べ
た
と
こ
ろ

で
は
、
次
の
十
二
条
で
あ
る
。

巻
四
治
髪
令
堅
方
第
三
一
条

巻
二
十
六
辞
邪
魅
方
第
十
三
一
条

巻
二
十
七
谷
神
第
二
一
条

巻
二
十
七
養
形
第
三
五
条

巻
二
十
七
服
用
第
九
一
条

巻
二
十
七
雑
禁
第
十
一
一
条

巻
二
十
九
調
食
第
一
二
条

『
医
心
方
』
所
引
の
『
延
寿
赤
書
」

に
つ
い
て

坂
出
祥
伸
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